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　【おことわり】表の数字は遅い時間帯の報告
が反映されず、自治体によりカウントの仕方に
違いがあるため記事と異なる場合があります。

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

（
）内
は
前
日
か
ら
の
増
加
、
再
陽
性
と
し
て

　

重
複
発
表
し
た
ケ
ー
ス
を
除
く
。
■
内
の
数

　

字
は
死
者

712人

コスタアトランチカ
（長崎クルーズ船） 149チャーター機 14

北海道
青　森
岩　手
宮　城
秋　田
山　形
福　島
茨　城
栃　木
群　馬
埼　玉
千　葉
東　京
神奈川
新　潟
富　山
石　川
福　井
山　梨
長　野
岐　阜
静　岡
愛　知
三　重

■
■

■

■

■

■
■
■
■
■

■
■
■
■

■
■
■
■

ダイヤモンド・プリンセス（横浜クルーズ船）

滋　賀
京　都
大　阪
兵　庫
奈　良
和歌山
鳥　取
島　根
岡　山
広　島
山　口
徳　島
香　川
愛　媛
高　知
福　岡
佐　賀
長　崎
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄

■
■
■
■
■
■

■

■

■
■
■

■
■
■

■
■

退院・
療養解除

633空港検疫など ■

(+18)
(+29)
(+81)
(+27)
(+8)
(+2)
(+1)

(+3)
(+8)

(+2)

(+4)
(+1)
(+77)
(+7)
(+5)
(+3)
(+2)
(+8)

(+37)

(+23)

202
855
4527
1339
264
169
18
29
90
360
57
30
46
99
82

2262
100
117
239
70
195
256
554

計 4万0853人（＋951）

1459
32
4

174
17
76
89
327
200
194
2506
1813

1万3713
2656
118
248
323
142
102
119
359
308
2264
142

﹇
３
日
午
後
７
時
半
現
在
﹈

2万7146人（＋581）
［3日午前0時現在］

国内での確認例 4万0141人（＋951）
(+23)

(+6)

(+5)
(+1)
(+2)
(+49)
(+43)
(+258)
(+48)
(+3)
(+4)

(+2)

(+2)
(+8)
(+6)

(+125)
(+20)

10161016

1313

1

死者

103103
1

1

1

1010

1919
7474
5050
332332
9999

2222
2727
8
1

7
1
3535
1

1
2020
9090
4545
2
3

3

1

5
3
3535

2
4
1

1
7

1029人（＋3）
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ゝ
ゝ
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午
前
　
子
ど
も
食
堂
等
子
供
の

居
場
所
を
支
援
す
る
た
め
の
協
働

に
関
す
る
協
定
締
結
式

　
午
後
　
政
策
・
財
務
局
長
、
平

匠
子
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た
ま
放
送
局
長

あ
い
さ
つ
、
産
業
廃
棄
物
指
導
課

長
、
県
町
村
長
会
議
、
保
健
医
療

部
唐
橋
副
部
長
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田
頭
哲
也
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
さ

い
た
ま
支
店
支
店
長
兼
中
小
企
業
事
業

統
轄
）
▽
斎
藤
慎
氏（
同
副
事
業
統
轄
）

▽
草
野
利
彦
氏
（
同
事
業
総
括
課
長
）

　
【
東
京
支
社
】
手
塚
隆
雄
氏
（
埼
玉

県
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
事
務
局

長
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
訂
正
】
　
１
日
付
１
面
の
「
県
内

市
町
村
の
学
校
夏
休
み
状
況
」
で
、
白

岡
市
は
８
月
８
日
〜

日
（

日
間
）

に
訂
正
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
再
拡
大
で
、
医
療
体
制
の
逼
迫（
ひ
っ
ぱ
く
）

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。「
第
１
波
」に
比
べ
る
と
重
症
者
は
少
な
く
、病
床
に
は
ま

だ
余
裕
が
あ
る
が
、
東
京
な
ど
の
都
市
部
だ
け
で
な
く
地
方
で
も
感
染
者
が
急

増
。
第
２
波
の
到
来
に
自
治
体
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

＝
１
面
参
照

大阪市立十三市民病院の関係者と外来診療に訪れた人たち＝７月

　
「
重
症
者
の
数
は
こ
の
数
日
、

一
進
一
退
の
状
況
だ
」
。
安
倍
晋

三
首
相
は
３
日
の
政
府
与
党
連
絡

会
議
で
あ
い
さ
つ
し
、
都
道
府
県

と
連
携
し
て
感
染
拡
大
を
抑
え
な

が
ら
、
社
会
経
済
活
動
と
の
両
立

を
図
る
考
え
を
強
調
し
た
。

　
東
京
都
は
医
療
体
制
の
警
戒
度

を
４
段
階
の
う
ち
、
２
番
目
に
深

刻
な
「
強
化
が
必
要
」
と
位
置
付

け
て
い
る
。
７
月

日
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
会
議
で
は
、
感
染
者
数
の

急
増
に
対
し
て
重
症
者
数
は
比
較

的
落
ち
着
い
て
い
る
と
し
て
、
最

高
度
へ
の
格
上
げ
を
見
送
っ
た
。

　
病
床
が
不
足
し
た
緊
急
事
態
宣

言
下
の
経
験
を
基
に
、
１
日
当
た

り
の
感
染
者
数
が
連
日
３
桁
と
な

っ
た
７
月
上
旬
、
各
病
院
に
確
保

病
床
を
さ
ら
に
増
や
す
よ
う
要

請
。
あ
る
都
幹
部
は
「
医
療
機
関

と
連
携
し
て
早
め
の
準
備
を
進
め

て
お
り
、
感
染
者
数
と
確
保
病
床

数
が
い
た
ち
ご
っ
こ
だ
っ
た
４
月

の
状
態
と
は
違
う
」と
説
明
す
る
。

　
た
だ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
で

は
、
専
門
家
が
「
救
命
救
急
や
が

ん
な
ど
の
通
常
の
医
療
と
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
医
療
を
両
立

す
る
こ
と
が
重
要
で
、
無
制
限
に

病
床
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
く
ぎ
を
刺
し
た
。

　
都
市
部
に
比
べ
、
医
療
体
制
が

脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
な
地
方
で

は
危
機
感
が
よ
り
切
実
だ
。
岐
阜

県
は
７
月

日
時
点
で
新
型
コ
ロ

ナ
患
者
の
病
床
使
用
率
が

・
５

％
だ
っ
た
が
、

日
に
は

・
１

％
に
ほ
ぼ
倍
増
。

日
時
点
で
入

院
患
者
は

人
に
上
り
、
県
は

日
に
独
自
の「
第
２
波
非
常
事
態
」

を
宣
言
し
た
。
担
当
者
は
「
余
裕

を
持
っ
て
病
床
を
確
保
し
て
お
り

逼
迫
し
た
状
況
で
は
な
い
が
、
ク

ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
が
発

生
し
た
地
域
で
は
病
床
が
埋
ま
っ

て
き
て
い
る
」
と
話
す
。

　

日
時
点
の
病
床
使
用
率
が

・
９
％
に
急
上
昇
し
た
滋
賀
県
。

重
点
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
病

院
で
は
、
第
１
波
の
時
に
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
専
用
と
し
て
使
っ
た
フ

ロ
ア
を
、
県
内
の
感
染
者
が
ゼ
ロ

に
な
っ
た
た
め
一
般
患
者
用
に
戻

す
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
７
月

に
入
っ
て
感
染
が
広
が
り
、
変
更

を
中
止
。
病
院
の
担
当
者
は
「
役

割
を
果
た
し
た
い
」
と
気
を
引
き

締
め
る
一
方
「
大
規
模
な
ク
ラ
ス

タ
ー
が
出
た
ら
、対
応
が
難
し
い
」

と
心
配
す
る
。

　
７
月

日
時
点
で
新
型
コ
ロ
ナ

の
全
国
の
入
院
患
者
は
１
７
１
７

人
、
重
症
者
は

人
だ
っ
た
が
、

日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
４
０
３
４

人
、

人
と
半
月
で
倍
以
上
に
な

っ
た
。
３
〜
４
月
に
比
べ
る
と
、

現
在
の
感
染
者
は
若
年
層
が
中
心

だ
が
、
徐
々
に
中
高
年
層
に
も
広

が
る
。

　
日
本
集
中
治
療
医
学
会
な
ど
に

よ
る
と
、８
月
２
日
時
点
で

人
が

人
工
呼
吸
器
を
使
用
。
４
月
下
旬

の
ピ
ー
ク
の
半
分
ほ
ど
だ
が
、
７

月
中
旬
か
ら
は
じ
わ
り
と
増
え
て

い
る
。
よ
り
重
症
者
向
け
の
人
工

心
肺
装
置「
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ（
エ
ク
モ
）」

の
使
用
は
８
月
２
日
時
点
で
９
人

で
、
６
月
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
。

　
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
の
倭
正
也

感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
は
「
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
な
ど
重
症

化
を
食
い
止
め
ら
れ
る
薬
が
出
て

き
た
の
は
希
望
の
光
だ
」
と
す
る

一
方
「
患
者
の
年
齢
層
が
こ
の
１

〜
２
週
間
で
ぐ
っ
と
上
が
り
、

〜

代
の
患
者
が
多
く
な
っ
た
。

病
床
も
埋
ま
っ
て
き
て
い
る
」
と

話
す
。
そ
の
上
で
「
現
状
で
は
流

行
拡
大
を
止
め
よ
う
が
な
い
。
医

療
機
関
の
負
担
が
も
の
す
ご
く
大

き
く
な
っ
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

▼
一
進
一
退

▼
ク
ラ
ス
タ
ー
警
戒

▼

負

　

担

？
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？
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？
？
？
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？
？
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？
？
？
？
？
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
３
日
、
２
０

２
０
年
４
〜
６
月
期
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
販
売
数
が
前
年
同
期
と

比
べ
約

％
減
の
１
９
８
万
台
に

な
っ
た
と
発
表
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
販
売
店
の
休

業
や
、
前
年
に
新
た
な
料
金
プ
ラ

ン
開
始
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
あ

っ
た
こ
と
が
響
い
た
。

　
売
上
高
に
当
た
る
連
結
営
業
収

益
は
５
・
３
％
減
の
１
兆
９
８
１

億
円
だ
っ
た
が
、
純
利
益
は
販
売

コ
ス
ト
の
減
少
で
１
・
５
％
増
の

１
９
５
２
億
円
と
増
益
を
確
保
し

た
。

　

年
３
月
期
の
業
績
予
想
も
公

表
。
営
業
収
益
は
１
・
８
％
減
の

４
兆
５
７
０
０
億
円
、
純
利
益
は

２
・
２
％
増
の
６
０
５
０
億
円
と

し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
者
会
見
し
た

吉
沢
和
弘
社
長
は
、
３
月
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
た
第
５
世
代
（
５

Ｇ
）
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
契
約

数
が

万
件
に
達
し
た
と
発
表
。

端
末
価
格
を
抑
え
た
機
種
を
「
下

期
の
早
い
時
期
に
出
し
て
Ｐ
Ｒ
し

た
い
」
と
話
し
た
。

ス
マ
ホ
販
売

ド
コ
モ

％
減

４
〜
６
月
、
増
益
は
確
保

全
国
知
事
会
な
ど
地
方
３
団
体
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
会
談
す
る
萩
生
田
文
科
相
＝
３
日

午
後
、
文
科
省
（
代
表
撮
影
）

安

按？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
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！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

　
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国

町
村
会
の
地
方
３
団
体
の
各
代
表
が
３

日
、
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
相
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
会
談
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
や
、
学
校
施
設

の
消
毒
作
業
な
ど
に
必
要
な
人
員
の
支

援
を
増
や
す
よ
う
要
望
し
た
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
３
団
体
の
代
表

は
そ
れ
ぞ
れ
阿
部
守
一
長
野
県
知
事
、

吉
田
信
解
本
庄
市
長
、
坂
口
博
文
徳
島

県
那
賀
町
長
。

　
会
談
で
は
、
吉
田
市
長
が
、
感
染
拡

大
に
伴
う
学
校
長
期
化
の
対
応
で
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
の
必
要
性
が
高
ま
っ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
学
校
現
場

で
活
用
が
進
む
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
に
つ
い
て
「
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
人
材
を
支
援
し
て
ほ
し
い
」
と
求

め
た
。

　
阿
部
知
事
は
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
の

消
毒
作
業
に
つ
い
て
「
教
員
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。坂
口
町
長
は
、

感
染
拡
大
が
収
束
し
な
い
中
で
学
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
不
安
の
軽

減
を
念
頭
に
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
配
置
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

　
萩
生
田
氏
は
、
教
員
の
事
務
作
業
を

支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
経
費
を
２
０
２
０
年
度
第
２

次
補
正
予
算
に
盛
り
込
む
こ
と
な
ど
を

説
明
し
、
「
総
合
的
な
対
策
を
進
め
て

い
る
」
と
応
じ
た
。

　
物
流
業
大
手
の
丸
和
運
輸
機
関

（
吉
川
市
）
が
３
日
発
表
の
２
０

２
０
年
４
〜
６
月
期
連
結
決
算

は
、
純
利
益
が
前
年
同
期
比

・

６
％
増
の

億
９
８
０
０
万
円
だ

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
、
大
手
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
の
宅
配
需
要
を
取
り

込
ん
だ
ほ
か
、
食
品
ス
ー
パ
ー
向

け
の
食
品
物
流
も
好
調
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
「
巣
ご
も
り
消
費
」

が
増
え
た
こ
と
も
寄
与
し
た
。

　
売
上
高
は

・
０
％
増
の
２
６

７
億
７
２
０
０
万
円
、
営
業
利
益

は

・
７
％
増
の

億
３
９
０
０

万
円
。
各
部
門
別
で
み
る
と
、
医

薬
・
医
療
物
流
で
は
配
送
を
受
託

す
る
大
手
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
収

益
を
け
ん
引
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
）
の
来
日
数
が
激

減
し
た
余
波
で
化
粧
品
な
ど
の
需

要
が
急
減
。
時
短
営
業
な
ど
の
余

波
も
受
け
、
物
量
が
減
少
し
た
影

響
が
出
た
。

　
一
方
で
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）

部
門
は
伸
長
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
３

月
の
一
斉
休
校
や
外
出
自
粛
の
影

響
「
巣
ご
も
り
消
費
」が
拡
大
し
、

個
人
宅
向
け
の
配
送
量
が
前
年
同

期
よ
り
２
割
以
上
増
加
。
エ
リ
ア

の
拡
大
や
車
両
台
数
の
増
加
も
進

み
、
売
り
上
げ
が
増
え
た
。
食
品

物
流
は
巣
ご
も
り
消
費
の
拡
大
に

よ
る
物
量
増
加
で
、
食
品
ス
ー
パ

ー
向
け
が
堅
調
だ
っ
た
。

　

年
３
月
期
の
連
結
業
績
予
想

は
据
え
置
い
た
。

　
同
日
、
和
佐
見
勝
社
長
が
従
業

員
約
１
万
人
に
総
額

億
円
を
、

月
ま
で
に
贈
与
す
る
と
発
表
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
で
物
量
が
急
増
し
、

業
務
負
担
が
増
え
た
こ
と
を
労
う

た
め
、
決
定
し
た
。
個
人
資
産
か

ら
捻
出
す
る
。
贈
与
は
保
有
の
自

社
株
式
を
贈
与
し
た

年
以
来
、

２
回
目
。

（
小
林
哲
伸
）

　
武
蔵
野
銀
行
が
３
日
発
表
し
た

２
０
２
０
年
４
〜
６
月
期
決
算

（
単
体
）
は
、
本
業
の
も
う
け
を

示
す
実
質
業
務
純
益
は
前
年
同
期

比

・
２
％
増
の

億
円
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
対
面
営
業
が
進
ま
ず
保
険
な
ど

金
融
商
品
の
販
売
が
苦
戦
。一
方
、

動
き
の
大
き
い
市
場
動
向
を
踏
ま

え
つ
つ
、
有
価
証
券
の
売
却
を
進

め
た
こ
と
な
ど
で
有
価
証
券
利
息

配
当
金
が
増
加
し
、
補
っ
た
。
経

費
の
減
少
も
寄
与
し
た
。

　
貸
出
金
利
回
り
は
０
・

㌽
低

下
の
０
・

％
。
資
金
利
益
は
、

金
利
の
低
下
で
貸
出
金
利
息
が
低

迷
も
有
価
証
券
利
息
配
当
金
が
伸

び
、
８
・
０
％
増
の
１
０
３
億
円

だ
っ
た
。
役
務
取
引
等
利
益
は

億
円
で
、
保
険
や
投
資
信
託
の
販

売
な
ど
が
厳
し
く

・
１
％
減
少

し
た
。

　
純
利
益
は

・
５
％
増
の

億

円
。
コ
ロ
ナ
関
連
の
大
口
倒
産
の

発
生
が
な
く
、
個
別
貸
倒
引
当
金

が
減
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
不

良
債
権
処
理
費
用
が
減
少
し
、
増

益
を
確
保
し
た
。
今
後
の
動
向
な

ど
に
つ
い
て
は
「
減
少
は
与
信
コ

ス
ト
で
は
顕
在
化
し
て
い
な
い

が
、
先
行
き
は
不
透
明
。
市
場
動

向
な
ど
を
注
視
し
つ
つ
企
業
支
援

に
努
め
た
い
」
と
し
た
。

　
貸
出
金
残
高
は
コ
ロ
ナ
対
応
へ

中
小
企
業
向
け
な
ど
事
業
性
の
貸

出
が
増
え
、
４
・
１
％
増
の
３
兆

６
１
６
６
億
円
だ
っ
た
。
定
額
給

付
金
支
給
に
よ
る
個
人
預
金
の
増

加
や
企
業
へ
の
貸
出
増
加
で
、
預

金
残
高
は
４
・
５
％
増
の
４
兆
４

４
９
８
億
円
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
哲
伸
）

売上高

ＡＮＡ
ホールディングス

日本航空

純損益
航空大手２社の 年４～６月期連結決算

1216億円 1088億円の赤字

763億円 937億円の赤字

※（　）内は前年同期比増減率％、▲はマイナス、［　］内は
前年同期、日航はいずれも国際会計基準（ＩＦＲＳ）適用

（▲78.1）

（▲75.7）

［129 億円の黒字］

［114 億円の黒字］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
岡
坂
健
太
郎
】

韓
国
の
元
徴
用
工
問
題
で
日
本
製

鉄
（
旧
新
日
鉄
住
金
）
の
韓
国
内

資
産
が
原
告
側
に
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
こ
と
に
絡
み
、
韓
国
裁
判
所

が
出
し
た
差
し
押
さ
え
命
令
決
定

な
ど
の
関
係
書
類
を
同
社
が
受
け

取
っ
た
と
見
な
す
「
公
示
送
達
」

の
効
力
が
４
日
生
じ
る
。
裁
判
所

は
原
告
側
が
求
め
る
資
産
の
「
売

却
命
令
」
の
発
出
へ
向
け
た
検
討

を
本
格
化
さ
せ
る
。

　
売
却
命
令
が
実
際
に
出
て
資
産

が
現
金
化
さ
れ
、
原
告
に
支
払
わ

れ
る
ま
で
に
は
数
カ
月
以
上
か
か

る
見
通
し
だ
が
、
日
本
政
府
が
報

復
す
る
と
韓
国
に
警
告
し
て
い
る

日
本
企
業
の
「
実
害
」
発
生
に
一

歩
近
づ
い
た
。
韓
国
は
日
本
の
報

復
措
置
に
対
抗
す
る
構
え
で
、
協

議
に
よ
る
打
開
の
展
望
が
な
い
中

で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
韓
国
大
統
領
府
関
係
者
は
３

日
、
公
示
送
達
の
効
力
発
生
は
裁

判
所
の
新
た
な
措
置
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
と
表
明
。
「
司
法

の
決
定
に
立
場
を
示
す
こ
と
は
不

適
切
だ
」
と
も
述
べ
静
観
す
る
姿

勢
を
見
せ
た
。

　
韓
国
最
高
裁
は
２
０
１
８
年

月
、元
徴
用
工
の
原
告
４
人
の
訴
え

を
認
め
、同
社
に
計
４
億
㌆（
約
３

５
５
０
万
円
）の
損
害
賠
償
の
支
払

い
を
命
じ
る
確
定
判
決
を
出
し
た
。

同
社
は
支
払
い
を
拒
み
、
原
告
の

申
請
を
受
け
た
大
邱
地
裁
浦
項
支

部
が

年
１
月
、
同
社
と
韓
国
鉄

鋼
大
手
ポ
ス
コ
と
の
合
弁
会
社「
Ｐ

Ｎ
Ｒ
」の
株
式
を
差
し
押
さ
え
た
。

　
地
裁
支
部
は
日
本
外
務
省
を
通

じ
て
日
本
製
鉄
に
書
類
を
送
ろ
う

と
し
た
が
、
原
告
側
に
よ
る
と
日

本
外
務
省
が
返
送
し
た
。
同
支
部

は
再
度
送
っ
た
が
同
社
に
渡
ら
な

か
っ
た
た
め
、
今
年
６
月
に
書
類

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
示
。

２
カ
月
が
経
過
す
る
と
書
類
が
伝

達
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
日
本

製
鉄
が
公
示
送
達
の
効
力
発
生
か

ら
１
週
間
以
内
に
即
時
抗
告
し
な

け
れ
ば
差
し
押
さ
え
が
確
定
す
る
。

　
原
告
側
代
理
人
は
２
日
「
な
る

べ
く
迅
速
な
売
却
の
た
め
努
力
し

て
い
る
」
と
表
明
。
日
本
製
鉄
が

希
望
す
れ
ば
協
議
に
は
応
じ
る
と

し
た
。

　
韓
国
で
は
三
菱
重
工
業
や
不
二

越
を
相
手
取
っ
た
訴
訟
の
原
告
も

両
社
の
資
産
を
差
し
押
さ
え
て
い

る
。

　
日
本
航
空
が
３
日
発
表
し
た
２

０
２
０
年
４
〜
６
月
期
連
結
決
算

は
、
純
損
益
が
９
３
７
億
円
の
赤

字
（
前
年
同
期
は
１
２
９
億
円
の

黒
字
）
に
転
落
し
た
。
今
回
か
ら

国
際
会
計
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
を

採
用
し
た
が
、
単
純
に
比
較
す
る

と
、
四
半
期
ベ
ー
ス
の
赤
字
幅
は

経
営
破
綻
直
前
の

年
４
〜
６
月

期
の
９
９
０
億
円
（
日
本
基
準
）

に
匹
敵
す
る
規
模
。
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
続
き
巨
額
の
赤

字
決
算
と
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
、
旅
客
数
が
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
。売
上
高
は
前
年
同
期（
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
換
算
）比

・
１
％
減
の
７

６
３
億
円
だ
っ
た
。
旅
客
数
は
国

際
線
が

・
６
％
減
、国
内
線
が

・
７
％
減
だ
っ
た
。グ
ル
ー
プ
の
当

初
計
画
に
比
べ
、国
内
線
は
５
月
に

７
割
以
上
の
便
を
減
ら
し
た
。
国

際
線
は
９
割
減
便
を
続
け
て
い
る
。

　
日
航
の
自
己
資
本
比
率
は
６
月

末
時
点
で

・
９
％
。
海
外
航
空

会
社
や
Ａ
Ｎ
Ａ
（

・
９
％
）
に

比
べ
、
財
務
の
健
全
性
は
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。

　

年
３
月
期
の
業
績
予
想
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
見
通
せ
な

い
と
し
て
引
き
続
き
公
表
を
見
送

っ
た
。
年
間
配
当
も
未
定
の
ま
ま

だ
が
、
手
元
資
金
の
確
保
を
最
優

先
し
中
間
配
当
を
無
配
に
す
る
と

決
め
た
。
さ
ら
に
年
間
９
０
０
億

円
の
人
件
費
な
ど
固
定
費
の
削
減

や
、
８
０
０
億
円
の
投
資
抑
制
と

い
っ
た
合
理
化
策
を
進
め
る
。

　
東
京
都
内
で
記
者
会
見
し
た
菊

山
英
樹
専
務
執
行
役
員
は
、
黒
字

化
の
見
通
し
に
つ
い
て
「
感
染
状

況
次
第
だ
が
、
来
年
３
月
時
点
で

運
航
規
模
が
国
内
線
が
８
割
、
国

際
線
が
５
割
に
回
復
す
れ
ば
見
え

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」と
述
べ
た
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
は
、
７
月

日
に

年

４
〜
６
月
期
の
連
結
決
算
を
開

示
。
四
半
期
ベ
ー
ス
で
最
大
の
赤

字
と
な
る
純
損
失
１
０
８
８
億
円

を
計
上
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▽
大
野
知
事
＝
庁
議
（
危
機
管
理
防

災
セ
ン
タ
ー
）
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
へ
の
寄

付
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
（
知
事
応

接
室
）
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
寄
贈
式
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
式

（
知
事
室
）
記
者
会
見
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
＝
第

三
庁
舎
講
堂
）

　
▽
砂
川
副
知
事
＝
庁
議

　
▽
橋
本
副
知
事
＝
同
、
出
張（
県
内
）

　
▽
小
島
知
事
室
長
＝
庁
議

　
▽
堀
光
企
画
財
政
部
長
＝
同
、
出
張

（
県
内
）

　
▽
北
島
総
務
部
長
＝
庁
議

　
▽
山
野
県
民
生
活
部
長
＝
同

　
▽
森
尾
危
機
管
理
防
災
部
長
＝
同

　
▽
小
池
環
境
部
長
＝
同

　
▽
山
崎
福
祉
部
長
＝
同

　
▽
関
本
保
健
医
療
部
長
＝
同
、
委
員

監
査
（
県
議
会
議
事
堂
）

　
▽
加
藤
産
業
労
働
部
長
＝
庁
議

　
▽
強
瀬
農
林
部
長
＝
同

　
▽
中
村
県
土
整
備
部
長
＝
同

　
▽
浜
川
都
市
整
備
部
長
＝
同

　
▽
板
東
会
計
管
理
者
＝
同

　
▽
高
柳
公
営
企
業
管
理
者
＝
同

　
▽
岩
中
病
院
事
業
管
理
者
＝
同

　
▽
今
成
下
水
道
事
業
管
理
者
＝
同

　
▽
高
田
教
育
長
＝
同

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
▽
田
村
県
議
会
議
長
＝
在
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
▼
さ
い
た
ま
市
（
清
水
市
長
）

　
午
前
　
行
政
会
議
、
契
約
課

　
午
後
　
地
域
医
療
課

　
▼
川
越
市
（
川
合
市
長
）

　
午
前
　
市
制
施
行
１
０
０
周
年
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
表
彰
式

　
午
後
　
庁
内
事
務

　
▼
越
谷
市
（
高
橋
市
長
）

　
午
前
・
午
後
　
市
長
用
務

　
▼
川
口
市
（
奥
ノ
木
市
長
）

　
午
前
・
午
後
　
市
長
用
務

　
▼
秩
父
市
（
久
喜
市
長
）

　
午
前
　
庁
議

　
午
後
　
議
員
ク
ラ
ブ
連
絡
会
、
ポ

テ
く
ま
く
ん
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
所
沢
市
議
会
は
３
日
、
荒
川
広

市
議（

）＝
共
産
＝
が
７
日
付
で

議
員
辞
職
す
る
と
発
表
し
た
。
健

康
上
の
理
由
と
し
て
い
る
。

　
荒
川
市
議
は
現
在

期
目
で
、

任
期
途
中
で
の
辞
職
と
な
る
。
３

日
に
辞
職
願
を
近
藤
哲
男
議
長
宛

て
に
提
出
、
同
日
付
で
許
可
さ
れ

た
。

　
同
市
議
会
の
定
数
は

人
で
辞

職
に
よ
り
議
員
は

人
。
欠
員
に

伴
う
補
選
は
行
わ
れ
な
い
。

（
丸
谷
卓
）

荒
川
広
市
議
が

７
日
付
で
辞
職

所
沢
市

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
３
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し

た
企
業
倒
産
件
数
が
２
月
か
ら
の

累
計
で
４
０
０
件
に
達
し
た
と
発

表
し
た
。
３
日
午
後
４
時
現
在
４

０
６
件
で
、
業
種
別
で
は
レ
ス
ト

ラ
ン
や
居
酒
屋
、
喫
茶
店
と
い
っ

た
「
飲
食
店
」
が

件
と
最
も
多

か
っ
た
。

　
東
京
都
の
酒
類
を
提
供
す
る

飲
食
店
は
３
日
か
ら
営
業
時
間

の
短
縮
を
要
請
さ
れ
て
お
り
、
売

り
上
げ
減
少
に
よ
り
経
営
環
境

が
一
段
と
悪
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
都
道
府
県
別
に
見
る
と
東
京
都

が

件
と
最
多
で
、
大
阪
府
が

件
、
北
海
道
は

件
、
愛
知
、
兵

庫
両
県
が
各

件
で
続
い
た
。
倒

産
が
目
立
っ
た
業
種
は
他
に
ホ
テ

ル
・
旅
館
（

件
）
、食
品
卸（

件
）
な
ど
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
ま
と
め

る
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
倒
産
は
、
普

段
は
集
計
対
象
外
の
負
債
額
１
千

万
円
未
満
の
経
営
破
綻
も
含
ん
で

い
る
。

コ
ロ
ナ
関
連
倒
産

累
計
４
０
０
件
超

飲
食
店
が
最
多

　
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ

Ｄ
）
は
３
日
、
２
０
２
０
年
４
〜

６
月
期
連
結
決
算
の
純
損
益
が
、

２
８
７
億
円
の
赤
字
（
前
年
同
期

は
１
４
２
億
円
の
黒
字
）
に
転
落

し
た
と
発
表
し
た
。
４
〜
６
月

期
の
赤
字
幅
と
し
て
は
、
四
半

期
ベ
ー
ス
の
開
示
を
始
め
て
以

降
最
大
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
鉄
道

や
ホ
テ
ル
な
ど
幅
広
い
事
業
に
影

響
し
た
。

　
京
王
電
鉄
が
同
日
発
表
し
た
４

〜
６
月
期
の
連
結
純
損
益
も
１
０

７
億
円
の
赤
字
（
同

億
円
の
黒

字
）
。
す
で
に
４
〜
６
月
期
決
算

を
開
示
し
た
Ｊ
Ｒ
本
州
３
社
や
大

手
私
鉄
も
軒
並
み
大
赤
字
に
陥
っ

て
お
り
、
鉄
道
会
社
の
苦
境
が
鮮

明
と
な
っ
た
。

　
西
武
Ｈ
Ｄ
の
売
上
高
に
当
た
る

営
業
収
益
は
前
年
同
期
比

・
２

％
減
の
６
６
３
億
円
、
京
王
は

・
８
％
減
の
５
９
１
億
円
だ

っ
た
。
鉄
道
の
輸
送
人
員
は
西

武
Ｈ
Ｄ
が
約
４
割
、
京
王
は
５
割

弱
減
っ
た
。

年
３
月
期
の
業
績

予
想
は
、
両
社
と
も
公
表
を
見
送

っ
た
。

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
関

し
て
例
年
８
月
に
行
う
人
事
院
の

勧
告
が
、

月
以
降
に
ず
れ
込
む

見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
が
３
日
、

関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
勧
告
の
根
拠
と
な
る

民
間
企
業
の
月
給
に
関
す
る
調
査

日
程
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
た

め
。
人
事
院
勧
告
が

月
以
降
と

な
る
の
は
、
１
９
６
０
年
か
ら
の

現
行
制
度
下
で
初
め
て
。

　
勧
告
は
都
道
府
県
人
事
委
員
会

な
ど
が
参
考
に
す
る
た
め
、
地
方

公
務
員
の
給
与
改
定
に
関
す
る
自

治
体
の
動
き
に
も
遅
れ
が
出
そ
う

だ
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
今
年
の
月

給
調
査
は
今
月

日
〜
９
月

日

の
日
程
で
最
終
調
整
し
て
い
る
。

例
年
は
、
ボ
ー
ナ
ス
調
査
と
併

せ
て
４
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬

に
か
け
て
従
業
員

人
以
上
の
約

１
万
２
５
０
０
事
業
所
に
対
し

訪
問
形
式
で
実
施
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
受
け
て
延
期
し
て

い
た
。

　
今
年
の
月
給
調
査
の
対
象
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
当
た
っ
て

い
る
病
院
な
ど
を
除
い
た
約
１

万
２
千
カ
所
と
な
る
見
通
し
。

訪
問
形
式
で
行
う
が
、
感
染
拡

大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に

日
程
を
見
直
す
場
合
も
あ
る
と

い
う
。

人
事
院
勧
告
は

月
以
降
見
通
し

現
行
制
度
初
、
地
方
影
響
も
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